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家神道乃至神社神道<Stsate Shi to, National Shinto·, or Shrine Shint
o>として、一般に知られ足る非宗教的なる国家的祭祀として類別せら

































言やリンカ ー ンのゲティスバー グの演説乃至はルー ズベルトの大西
洋宣言などがふくまれなくてはならないと論じている（雑誌「アメ



















































































































































1. 形成期 一明治維新 (1 8 6 8年） ～明治 20年代初頭 (18 8 0 年代末）
2. 教義的完成期ー帝国憲法発布 (1889年） ～日露戦争 (1905年）
3. 制度的完成期一明治30年代末 (1 9 0 0 年代後半）～昭和初期 (19 3











































































































2. 昭和期の神国思想は上から注入されたものではない 一 「外人は、戦時
に際して日本に燃えあがった在野国民の自然成長的な神国思想を見て
、 それを民族土着の自然の精神として解しないで、 国家の帝国政府が
権力的法令をもって指導し命令した宗教と誤認した。 」
0阪本是丸・大原康男氏一葦津氏と同じ見解
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